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。



衆
議
院
議
員
辻
元
清
美
君
提
出
日
米
首
脳
会
談
と
日
米
共
同
声
明
に
関
す
る
再
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
趣
旨
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
日
本
国
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
と
の
間
の
相
互
協
力
及
び
安
全
保
障
条

約
（
昭
和
三
十
五
年
条
約
第
六
号
。
以
下
「
日
米
安
保
条
約
」
と
い
う
。
）
第
五
条
に
い
う
「
日
本
国
の
施
政
の
下
に
あ
る

領
域
」
と
は
、
我
が
国
の
領
域
の
う
ち
、
現
実
に
我
が
国
が
施
政
を
行
い
得
な
い
状
態
に
あ
る
領
域
を
除
い
た
領
域
で
あ
る

と
認
識
し
て
い
る
。

二
及
び
三
に
つ
い
て

大
韓
民
国
は
、
昭
和
二
十
七
年
に
い
わ
ゆ
る
「
李
承
晩
ラ
イ
ン
」
を
一
方
的
に
設
定
し
た
後
に
、
例
え
ば
昭
和
二
十
九
年

に
は
警
備
員
を
竹
島
に
常
駐
さ
せ
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
政
府
と
し
て
は
、
こ
う
し
た
経
緯
等
を
踏
ま
え
、
遅

く
と
も
同
年
半
ば
に
は
同
国
に
よ
る
竹
島
の
不
法
占
拠
を
認
識
し
て
い
た
。
竹
島
は
、
同
年
以
降
同
国
に
よ
り
不
法
占
拠
さ

れ
続
け
て
お
り
、
現
在
の
竹
島
は
、
現
実
に
我
が
国
が
施
政
を
行
い
得
な
い
状
態
に
あ
る
。

四
及
び
五
に
つ
い
て

大
韓
民
国
に
よ
る
竹
島
の
占
拠
は
不
法
占
拠
で
あ
り
、
政
府
は
、
同
国
政
府
に
対
し
て
、
累
次
に
わ
た
り
抗
議
を
行
う
と

一



と
も
に
、
竹
島
の
領
有
権
に
関
す
る
我
が
国
の
立
場
を
申
し
入
れ
て
い
る
。

六
か
ら
九
ま
で
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
趣
旨
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
日
米
安
保
条
約
は
、
昭
和
三
十
五
年
六
月
二
十
三
日
に
効
力
を
生
じ

た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
お
尋
ね
の
米
韓
相
互
防
衛
条
約
と
竹
島
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
政
府
と
し
て
お
答
え
す
る
立
場
に

な
い
。

一
〇
及
び
一
一
に
つ
い
て

政
府
と
し
て
は
、
米
国
政
府
に
対
し
て
累
次
に
わ
た
り
竹
島
の
領
有
権
に
関
す
る
我
が
国
の
立
場
を
申
し
入
れ
て
お
り
、

こ
れ
ま
で
の
や
り
取
り
を
通
じ
、
米
国
も
こ
れ
を
十
分
承
知
し
て
い
る
も
の
と
考
え
る
。

二


